
【感染症発生動向調査事業から】
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Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況
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ノロウイルス食中毒警戒情報が発令されました！ 

今、何の病気が流行しているか！

第４４週報告数第１位

令和５年１０月３０日（月）～令和５年１１月５日（日）〔令和５年第４４週〕の感染症発生状況 
第４４週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ３）咽頭結膜熱・感染性胃腸炎でした。
インフルエンザの定点当たり患者報告数は２０．２１人と前週（２５．２８人）から減少しましたが、例年よりかなり高いレベルで推移しています。
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は５．６５人と前週（５．１１人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。
咽頭結膜熱の定点当たり患者報告数は３．１６人と前週（３．１６人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 
感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．１６人と前週（３．４９人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

第４４週報告数第３位

第４４週報告数第２位

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和５年１１月７日作成（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

 令和５年１１月６日に、神奈川県からノロウイルス食中毒警戒情報が発令さ

れました。川崎市においては、令和５年第４４週（１０月３０日～１１月５日）

の感染性胃腸炎の定点当たり報告数は３．１６人と例年並みですが、通常は 

１１月から増加し、１２月から１月にかけてピークを迎えます。 

感染性胃腸炎の予防のためには、排便後や調理前、食事前等は、流水と石け

んで手を洗うことが大切です。また、冬季の感染性胃腸炎の主な原因となるノ

ロウイルスは、アルコール消毒が有効 

でないため、患者のおう吐物や便等を 

処理する際は、必要な濃度の塩素系消 

毒液を用いて消毒を行いましょう。 

※おう吐物等の酸性のものに直接原液をかけると、有毒ガスが発生
することがありますので、必ず「使用上の注意」をよく確認して
から使用してください。 

※次亜塩素酸ナトリウムは使用期限内のものを使用してください。

塩素消毒液（次亜塩素酸ナトリウム希釈液）の作り方 

政府広報オンライン「食中毒予防の原則と６つのポイント」より作成 

正しい手の洗い方 

流水でよく手をぬらした後、 
石けんをつけ、手のひらを 
よくこすります。 

手の甲をのばすように
こすります。 

指先・爪の間を念入りに
こすります。 

指の間を洗います。 親指と手のひらを 
ねじり洗いします。 

手首も忘れずに洗います。

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、 

清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします。


